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地域にふれあいと笑顔を広げるおてつだい

ふれあい昼食会（3/2）
　福島学院大学・月下舞流の皆さんと一緒に元気いっぱい踊りました！

みんなのげ んき

　一人暮らし高齢者ひなまつり交流会（3/14 保原）
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6つの重点目標
1	

組
織
運
営
の
充
実
強
化

新
①『�

伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会
経
営
健
全

化
計
画
』（
3
か
年
）
の
実
践

　

②�

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

�

③�

定
期
監
査
の
実
施
（
年
2
回
）

�

④��

役
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

会
、
諸
会
議
の
開
催�

2
経
営
基
盤
の
確
立

　

①�

社
協
会
員
の
加
入
促
進
（
自
主
財
源
の
確
保
）

　

②
受
託
事
業
の
適
正
運
営�

　

③�

介
護
保
険
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
総
合
事
業
及
び
障
害
者
総
合
支
援�

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
分
析
と
対
策

3	｢

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
普
及
・
推
進

　

①��『
第
2
次
伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
3
か
年
）』
の
実
践･

評
価

4	

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携

　

①
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催

　

②
地
域
福
祉
事
業
検
討
会
議
の
開
催

　

③
各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

5	

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

　

①
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践

　
　

○�

全
域
事
業
・
小
地
域
福
祉
活
動
の
共

生
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
充
実

　
　

・�

地
域
に
お
け
る
福
祉
共
育
の
推
進

�

（
出
前
講
座
・
地
区
講
座
）

　
　

・�

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
受
託
運
営

　

②
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
支
援

　
　

○�
福
祉
活
動
推
進
組
織
（
地
区
社
協
・

福
祉
会
・
自
治
会
）
の
立
上
げ
及
び

活
性
化
支
援

　
　

・�

自
治
組
織
等
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
講
演
会
・
地
区
講
座
・
懇
談
会
等
）

　

③�

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の

普
及
拡
大

　
　

○�

小
地
域
に
お
け
る
各
種
「
サ
ロ
ン
」

の
立
上
げ
、
継
続
支
援

　
　

・�

い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

�

（
地
域
、
子
育
て
）

　
　

・�

地
区
別
サ
ロ
ン
交
流
会
・
研
修
会

�

（
サ
ロ
ン
の
会
）

　

④
高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

　
　

○�

孤
立
化
を
予
防
す
る
見
守
り
支
援
・

地
域
の
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

ふ
れ
あ
い
型
事
業
・
生
活
支
援
事
業

　
　

・�

一
人
暮
ら
し
会
食
会
（
71
歳
以
上
）

　
　

・�

一
人
暮
ら
し
配
食
訪
問
（
71
歳
以
上
）

1
．
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
た
「
経
営
健
全
化
計
画
」
の
実
行

2
．
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
第
2
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
推
進･

実
践

3
．
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
福
祉
事
業
の
実
施

4
．
各
種
相
談
支
援
体
制
・
機
能
の
強
化

5
．
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援
に
係
る
関
係
機
関･

団
体
と
連
携
・
協
働

6
．
介
護
保
険
事
業
・
障
が
い
児
通
所
支
援
事
業
の
適
正
な
経
営

　
　

・�

一
人
暮
ら
し
バ
ス
旅
行
（
71
歳
以
上
）

　
　

・�

二
人
暮
ら
し
バ
ス
旅
行
（
76
歳
以
上
）

　
　

・�

地
域
型
高
齢
者
会
食
会�（
地
区
社
協
等
）

　
　

・�

歳
末
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

�

（
お
せ
ち
料
理
等
宅
配
・
声
か
け
訪
問
）

　
　

���

　
　

・�

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
（
介
護
者
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
介
護
支
援
交
流
会
）

　
　

・�

一
人
暮
ら
し
さ
さ
え
愛
電
話
（
定
期

的
な
電
話
に
よ
る
安
否
確
認
）

　
　

・�

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
こ
た
つ
布
団
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
（
70
歳
以
上
）

　
　

○�

安
心
情
報
キ
ッ
ト
（
見
守
り
安
心

カ
ー
ド
）
を
配
布

�　
　

・�

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
70
歳
以
上
へ

の
配
布

�　
　

・�

二
人
暮
ら
し
高
齢
75
歳
以
上
（
避

難
行
動
要
支
援
者
）
へ
の
配
布

　

⑤
障
が
い
児･

者
福
祉
の
充
実

　
　

○�

障
が
い
児･

者
及
び
家
族
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
ふ
れ
あ
い
型
事
業
開
催

�　
　

・�

さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
大
会

�　
　

・�

た
の
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

�　
　

・�

み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

�　
　

・�

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

　

⑥
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

　
　

○�

児
童
等
の
福
祉
共
育
及
び
子
育
て
支

援
の
推
進

�　
　

・�

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
へ

の
出
向
き
型
福
祉
共
育

�　
　

・�

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�　
　

・�

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

（
保
原
地
域
）

平成 31 年度当初予算
総額 679,145 千円

収 入
（単位 : 千円）

会費収入
19,530

補助金収入
49,918

受託金収入
76,702

介護保険収入
256,865

障害福祉サービス等
事業収入
103,043

その他の収入
9,914

積立預金取崩収入
77,813

前年度繰越金
85,360

地域福祉推進事業 32,740

共同募金配分金事業 14,053

地域包括支援センター事業 50,813
居宅介護支援事業 28,780

ホームヘルプ
サービス事業
87,142

支 出
（単位 : 千円）

法人運営事業
176,692

デイサービス
センター事業
155,119

障がい児通所
支援事業
82,938

相談支援事業
19,234

施設管理運営事業 21,224
資金貸付事業 10,410

共
同
募
金
財
源
の
効
果
的
な
運
用
の

た
め
、
今
年
度
か
ら
一
人
・
二
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
「
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
」
に
お
け
る
年
齢
基
準
が
1
歳

ず
つ
引
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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平成 31 年度  事 業 計 画

　
　

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

②�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
健
全
経
営

　
　

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

○
児
童
発
達
支
援
事
業

　
　

○
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

○
日
中
一
時
支
援
事
業

　
　

○
相
談
支
援
事
業

　

③
高
齢
者
受
託
事
業

　
　

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

8
各
種
募
金
運
動
の
推
進

　

①���

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強
運
動（
5
月
）

　

②�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
（
10
月
～
12
月
）

　

③�

伊
達
地
方
日
赤
有
功
会
・
伊
達
方
部
赤

十
字
奉
仕
団
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援�

　
　

〇
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業｢

市
受
託｣

�

　
　
（
就
労
サ
ポ
ー
ト
専
門
員
配
置
）

��

新
○�

生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業

�
｢

市
受
託｣

（
家
計
支
援
相
談
員
）

　
　

○�

緊
急
食
料
等
提
供
事
業
（
フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業
）

　

新
・�

災
害
備
蓄
物
資
の
常
備
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
適
切
な
支
援

　

⑨
苦
情
解
決
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み

　
　

○�

苦
情
解
決
委
員
会
の
適
切
な
運
営

　

⑩
災
害
見
舞
金
の
交
付

　
　

○�

火
災
・
自
然
災
害
等
の
罹
災
世
帯
へ

見
舞
金

　

⑪�
助
成
金
及
び
祝
い
金
品
贈
呈
事
業
・
物

資
等
の
届
け�

　
　

○�
福
祉
推
進
団
体
等
に
対
し
事
業
等
へ

の
助
成

�　
　

・�

地
区
社
協
・
福
祉
会

�　
　

・�

民
生
児
童
委
員
協
議
会

�　
　

・�

福
祉
団
体
へ
の
助
成

�

（
老
ク
連
・
身
障
福
祉
会
・
親
の
会
等
）

�　
　

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人:

Ｂ
型
）

�　
　

・�

敬
老
会
実
施
団
体

�

（
婦
人
会
・
自
治
会
等
）

�　
　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
支
援
金

�　
　

・�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン�

�　
　

・�

障
が
い
手
帳
診
断
書
の
半
額
助
成

�　
　

・�

権
利
擁
護
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

利
用
料
負
担
の
半
額
助
成

�　
　

・�

高
齢
者
作
品
展
開
催（
各
町
老
ク
連
）

　
　

○�

表
彰
式
等
に
お
け
る
祝
い
金
品
の
贈
呈

�　
　

・�

百
歳
賀
寿
祝
金

�　
　

・�

金
婚
夫
婦
へ
の
祝
品

�　
　

・�

特
別
支
援
学
校
通
学
学
生〈
図
書
カ
ー
ド
〉

　
　

��

・��

ミ
ニ
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
（
梁
川
地
域･

霊
山
地
域
）

��

新
・�
子
育
て
サ
ロ
ン
、
児
童
デ
イ
、
子

ど
も
食
堂
へ
の
側
面
支
援

　

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

　
　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
　

・�

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
募

金
活
動
・
福
祉
共
育
・
障
が
い
事
業
）

��

新
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
回
型
Ｐ
Ｒ
（
地

域
別
開
催
・
受
入
れ
施
設
等
と
の

連
携
）

　
　

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
研
修
会
等
の
開
催

�　
　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

�

（
集
ま
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
同
開
催
）

�　
　

・�

分
野
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

�

（
調
理
・
傾
聴
・
宅
配
等
）

　
　

○�

新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
体
験
型

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

��

新
・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

�

（
選
択
型
・
ス
ポ
ッ
ト
型
養
成
講
座
）

�　
　

・�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

�

［
伊
達
市
受
託
事
業
］

　
　

○�

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�　
　

・�

被
災
者
移
住
先
と
し
て
の
側
面
支

援�

（
サ
ロ
ン
・
昼
食
会
等
）

　

⑧�

相
談
支
援･

権
利
擁
護
事
業
の
充
実
・

連
携

　
　

○�

弁
護
士
に
よ
る
巡
回
相
談
会

　
　
　

月
1
回
・
年
間
12
回

　
　

○�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
［
県
社
協
］

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）
の
受
託
運
営

　
　

○
低
所
得
世
帯
向
け
資
金
貸
付
事
業

�　
　

・�

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業�［
県
社
協
］

�　
　

・�

生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

�　
　

・�

全
国
大
会
出
場
等
激
励
金

　

⑫�

大
学
、
専
門
学
校
等
の
資
格
取
得
に
係

る
実
習
生
等
の
受
け
入
れ

　

⑬�

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品

�

貸
出
事
業
〈
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
〉

　

⑭
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

　

⑮
車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業

6
広
報
啓
発
事
業
の
展
開

　

①
福
祉
表
彰
式
の
開
催

　

②
広
報
啓
発
・
情
報
提
供

　
　

○�
広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行
（
年

6
回
）

　
　

○�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
、
情
報
発
信

7
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
適
切
経
営

　

①�

介
護
保
険
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
総
合
事
業
の
健
全
経
営

　
　

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

平成 31 年度当初予算
総額 679,145 千円

収 入
（単位 : 千円）

会費収入
19,530

補助金収入
49,918

受託金収入
76,702

介護保険収入
256,865

障害福祉サービス等
事業収入
103,043

その他の収入
9,914

積立預金取崩収入
77,813

前年度繰越金
85,360

地域福祉推進事業 32,740

共同募金配分金事業 14,053

地域包括支援センター事業 50,813
居宅介護支援事業 28,780

ホームヘルプ
サービス事業
87,142

支 出
（単位 : 千円）

法人運営事業
176,692

デイサービス
センター事業
155,119

障がい児通所
支援事業
82,938

相談支援事業
19,234

施設管理運営事業 21,224
資金貸付事業 10,410
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ボランティアセンターからお知らせ

地 区 場 所 日 程

令和元年　5月17日（金）月舘 ぼっこカフェ（月舘総合支所内）

	 6月17日（月）伊達 まちづくり伊達

7月17日（水）梁川 まちの駅やながわ

8月17日（土）保原 保原中央交流館

9月17日（火）伊達 まちづくり伊達

10月17日（木） 霊山 霊山中央交流館

11月17日（日） 保原 阿武急保原駅（予定）

12月17日（火） 霊山 霊山中央交流館

令和2年　1月17日（金） 月舘 ぼっこカフェ（月舘総合支所内）

2月17日（月） 梁川 まちの駅やながわ

ボランティア講座
参加者募集！！

〜知って、気づいて、考えて〜

ボランティアセンターが

出張します！
ボランティアセンター（ボラセン）って
な〜に？何してるとこ！？
なんて思ってる人も、ちょっと興味ある
人も、ボランティアし
てる人も、趣味を活か
したい人も、気軽にお
茶のみにきてください。
お待ちしてま〜す！

阪神・淡路大震災を経て、毎年 1月17 日が
『防災とボランティアの日』になりました。
その日にちなんで、毎月17 日に「出張ボラ
セン」が皆さんの近くにおじゃまします！

【対������象】�ボランティアに関心のある方
【募集人数】� 20名
【場������所】�保原中央交流館ほか
【受�講�費】� 500円（全6回、保険代・資料代）
【申込方法】� 電話かFAXでお申し込みください
【申込・問合先】
本所ボランティアセンター（保原町産業振興会館内）
TEL�576-4050
FAX�574-3525

担当：水野

日程・時間 内　　容

1 6 月 27 日 ( 木 )
13：30 〜 15：30

開講式
「はじめまして、仲間になろう！」
・ボランティアって！？

2 7 月 30 日 ( 火）
13：30 〜 15：30

「みんなで共に暮らすために①」　
・障がいを知ろう（講話と擬似体験）
講師：伊達市手をつなぐ親の会会長
 西田　惠子氏

3 8 月 29 日 ( 木 )
10：00 〜 14：30

「みんなで共に暮らすために②」
・施設を見学しよう
（バス移動・昼食代実費）

・わたしたちのまちを知ろう
（車いす体験・ユニバーサルデザイン）

4 9 月14 日（土）
8：30 〜 14：00

「ボランティア体験」
・ウォークラリー大会に参加しよう

5 9 月 26 日（木）
10：30 〜 16：00

「移動研修」
・視覚障がいについて学ぼう
（福島県点字図書館・昼食代実費）

6 10 月10 日 ( 木）
13：30 〜 16：00

閉講式
「みんなでレクリエーション体験」
・講座をふりかえってみよう

ボランティアに関心のある方、何か新しいことを
始めたい方、体験をとおして、知るこ
とや気づくことがたくさんあるはず。
一緒に学んでみませんか。

皆さんのお越しを
お待ちしてます！

時間は 10：00 〜 15：00
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年度

令和
元

講座名 内　　容

1 楽しく
レクリエーション！

からだを動かしたり、ゲームをし
たりします

2 気をつけよう！
身近なこと

最新の消費者被害を防ぐ方法を
寸劇で学びます

3 みんなで元気！ 地域で元気に暮らすコツを、楽し
く考えます

4 災害に役立つ講座
○災害への備え（防災・減災）
○炊出し訓練（ハイゼックスごはん）
※準備物は申込時に確認して下さい。

5 まなびの講座 ○福祉情報・福祉制度（権利擁護等）
○ 地域づくり・地域福祉活動計画

日程・時間 内　　容

第1回 6 月 22 日（土）
9：30 〜 14：30 み〜んな、仲良くなろう！

第2回 7 月 24 日（水）
13：30 〜 15：30

おじいちゃん・おばあちゃんに
会いに行こう！

第3回 8 月 9 日（金）
9：30 〜 11：30

『ユニバーサルデザイン』って
なぁに？

第4回 9 月14 日（土）
9：30 〜 13：00 ウォークラリー大会に参加しよう

第5回 10 月 6 日（日）
9：30 〜 14：30 街頭募金にチャレンジ！

第6回 11月 4 日（月）
9：30 〜 11：30 災害が起きたら…？

第7回 12 月 7 日（土）
9：30 〜 13：00

みんなのクリスマスで
ボランティアをしよう！

第8回 1月11日（土）
9：30 〜 14：30 わたしたちの町を知ろう

出前講座のご案内

「新しいことやってみたいな」
「友達がほしい！」
「ボランティアってなんだろう？」
そんな皆さんと、一年間色々な
ことにチャレンジしよう！

【対������象】�保原町の小学5〜6年生（20名）
� 保原高校生� （10名）
【集合場所】� 保原中央交流館ほか
【費������用】� 年間500円（保険代など）
【申込方法】� �電話または窓口で申し込みください
� 保原支所　☎576-4050

手話奉仕員養成講座受講生募集

【対　　象】	 		伊達市在住の方、または、伊達市に通勤
している方のうち18歳以上の方で初め
て手話を学習する方。

【会　　場】　保原町産業振興会館（2F）
【開催期間】	 	令和元年6月5日〜令和2年3月4日
	 	（全40講座と6講義）
　　　　　・毎週水曜日19：00〜20：30
	 	・土曜日10：00〜12：00（7/20・8/10・9/7）
【定　　員】	 	20名（申込多数の場合は抽選）
【受	講	料】	 	3,240円（テキスト代）
【申込方法】	 		申込書は、社協本所・支所の窓口へ提出して

下さい。（ホームページからもダウンロード可）
【申込期限】	 	5月22日（水）まで

担当：スズキ

小学生
高校生向け

サロンや町内会等、皆さ
んが集まる所へ、楽しい
こと、ちょっと役立つこ
とをお届けしながらうか
がいます。
申込みは最寄の支所へ！

手話奉仕員の養成講座を開催します。
楽しく手話を学びながらコミュニケー
ションの機会や交流の輪を広げてみま
せんか。

昨年は28人が仲
間になりました！
今年もたくさんの
参加待ってます♪
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ひまわり会

代　　表 ：小松 美奈子さん
発 足 年 ：平成 28 年 4 月
会 員 数 ：29 名
活動場所 ：秋葉堂（仙林寺）  

思いをかたちに
「歳を取ると家族のお出かけにはついて行けずに一人

で留守番していたり、誰かとおしゃべりできる機会が

なくて寂しい思いをしている人達は地域に多いでしょ

う」と代表の小松さんは言います。そんな皆さんの思

いが集まりサロンを立ち上げることになりました。

サロンの名前は皆さんの中で“長老”と親しまれてい

る石井さんが「サロンに来た人達が明るく元気になっ

てほしい」との思いから『ひまわり会』と名づけたそ

うです。今は月に 1

回、皆さんで集まり、

笑顔があふれる場と

なっています。

みんなで決めよう！
取材に伺った日は、ちょうど1年間の振り返りをされ

てところでした。「あの月にやったことは楽しかった

から来年度も続けたいね！」「サロンの始まりにみん

なで簡単にできる体操を取り入れたらいいんじゃな

い？」と皆さんで話し合って決められていました。

一昨年に活動された内容を見てみると、思考を凝ら

した内容ばかりで、季節をテーマにしたお茶会や市

や本会の出前講座を頼んだり、皆さんで温泉旅行に

も行かれたそうです。

憩いの場
サロンのメンバーである皆さんにお話を伺うと「一人

ではやらないことをみんながいるからやってみようと

思える」「介護をしていてサロンに行けない時もある

けど参加できてみんなの顔を見れたときは嬉しい !」

と言います。

代表の小松さんも「サロンに来てよかったから次回も

行きたいと思えるようにしたくて、実際にメンバーの

楽しそうな笑顔を見ると嬉しくなる」とのことでした。

今回の取材を通して、皆さんがサロンという場を大

切にしていると感じました。これからも「ひまわり」

のように明るく元気に活動してください。

次回はボランティアにインタビューです
お楽しみに！

連載 サロンにインタビュー！
NO.6

6 回目となるサロンにインタビューは、保原町で仲良く活動されている
サロン「ひまわり会」の皆さんを紹介します。…
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

平成31年2月1日～
平成31年3月31日受付分（順不同）
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日本赤十字社員増強運動のご協力お願い
日本赤十字社の活動は、社費と寄付金によって支えられており、毎年これらの財源により広範にわたる
活動を継続して実施しています。社員増強運動の趣旨をご理解いただき、赤十字社員への加入及び社
員の募集についてご協力お願いします。

1　運動期間　　令和元年5月1日〜5月31日
2　社費目標額　1世帯500円以上

主な活動内容
・国際救援活動… ・災害援助事業
・奉仕団活動… ・血液事業の推進
・青少年赤十字の育成 平成 30 年度　保原町赤十字健康講演会
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行	事	予	定 内容についてはホームページでもご覧になれます

日　付 曜日 事　　業　　名 開催地域または会場

5 月 16 木 会食会「げんきが～い」①（避難者支援） 保原中央交流館

6 月

18 火 一人暮らしバス旅行(保原) 未定
19 水 一人暮らしバス旅行（霊山・月舘） 未定
20 木 一人暮らしバス旅行(保原) 未定
22 土 ジュニアボランティア講座① 保原中央交流館
27 木 ボランティア講座① 保原中央交流館

ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

本　　所　☎ 576 − 4050
伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 527 − 2572
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

5月20日（月）梁川中央交流館
6月17日（月）月舘中央交流館

まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。
あ  

と  

が  

き

退  職  者
平成 31年 3月３１日付
　　菊　田　久美子（本所・事業課課長）
　　斎　藤　佳　子（本所・総務課庶務係主査）

ボランティアやサロンの活動中の
万が一に備える保険もあります。
詳しくは、各支所の窓口まで！

担当：水野

ふれあい・いきいきサロン助成金
身近な場所で、地域住民の皆さんが主体的に運営し、�

�だれもが気軽に集まれる“サロン”づくりを支援しています。
●運営助成金

※会員数は、当該年度4月1日現在の人数、また新規の申請月
1日の人数を基準とします。

●ふれあいいきいきサロンを始めるときは、各支所へ開催の
前月まで申請してください。
●新規サロンには、初年度のみ活動支援金（10,000円）の
助成があります。

区　分 基　　準 単　価

（1）基礎額 ①年間 6 回以上開催 15,000 円
②後期（10 月以降）開催 7,500 円

（2）加算額 会員1人あたり（名簿添付） 200 円

●内容　(1)備　品（湯茶・レクリエーション・事務用品）
　　　　(2)消耗品（お茶・ガソリン代等）
　　　　(3)その他（研修参加費・書籍・専門誌等）

ボランティア団体活動支援金
　ボランティアサークルが、円滑な活動を継続するため
の助成金です。
●対象　	伊達市ボランティアセンターに登録し、次年度

も活動を継続する団体

区　分 基　　準 単　価

（1）基礎額

① 26 人以上 10,000 円
② 16 人以上 25 人以下 7,000 円
③ 6 人以上 15 人以下 5,000 円
④ 5 人以下 2,000 円

（2）加算額 １人あたり 500 円

※会員数は、当該年度4月1日現在の人数を基準とします。
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